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  当社の商品の評価方法は、従来、総平均法によっておりましたが、平成27年8月期第1四半期会計期間より、

移動平均法に変更しております。 
  この変更は、親会社であるビックカメラとリベートを含めた商品の粗利益の管理方法を統一し、より正確な商

品金額及び期間損益の計算を実現することを目的として、新会計システムに移行したことに伴うものであります。 
  なお、（ご参考）前期個別実績（平成26年8月期）につきましては遡及適用後の数値となっております。 
 
 
 
（3）修正の理由 

 第2四半期累計期間の業績予想につきましては、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動減からの回復が遅れ

たことから、売上高は前回予想を下回る見通しとなりました。利益面につきましては、ビックカメラとの仕入

統合効果等による売上総利益率の上昇に加え、不採算店舗の閉鎖による抜本的な経費削減にも努めましたが、

売上減少に伴う売上総利益の減少分を補いきれず、営業利益は前年比で約 12 億円改善しているものの、営業

利益、経常利益、四半期純利益において前回予想を下回る見通しとなりました。 
 上記の理由から、通期の業績予想につきましては、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益ともに前回予

想を下回る見通しとなりました。なお、当期純利益につきましては、平成 27 年度税制改正に伴う法人税率の

引き下げや欠損金の繰越控除制度の見直しにより、繰延税金資産の一部取崩しが生じる影響を含んでおります。 
 
 
 
（注）本資料の業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものでありますが、今 
   後さまざまな要因によって上記予想数値と異なる可能性があります。 
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